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第
１　
「
届
出
」
と
「
申
請
」
と
の
区
別

行
政
手
続
法
（
以
下
「
行
手
法
」
と
い
う
。）
は
、

「
届
出
」
に
つ
い
て
、「
行
政
庁
に
対
し
一
定
の
事
項

の
通
知
を
す
る
行
為
（
申
請
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）
で
あ
っ
て
、
法
令
に
よ
り
直
接
に
当
該
通
知

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
中
略
）
を
い
う
。」

（
行
手
法
第
２
条
第
７
号
）
と
定
義
し
、「
届
出
が
届

出
書
の
記
載
事
項
に
不
備
が
な
い
こ
と
、
届
出
書
に

必
要
な
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
法

令
に
定
め
ら
れ
た
届
出
の
形
式
上
の
要
件
に
適
合
し

て
い
る
場
合
は
、
当
該
届
出
が
法
令
に
よ
り
当
該
届

出
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
機
関
の
事
務
所
に
到
達

し
た
と
き
に
、
当
該
届
出
を
す
べ
き
手
続
上
の
義
務

が
履
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。」（
行
手
法
第
37
条
）

と
定
め
て
い
る
。

行
手
法
第
２
条
第
７
号
に
「（
申
請
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
届
出
」
と
区

別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
申
請
」
が
あ
る
。
行
手
法

は
、「
申
請
」
に
つ
い
て
、「
法
令
に
基
づ
き
、
行
政

庁
の
許
可
、
認
可
、
免
許
そ
の
他
の
自
己
に
対
し
何

ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
（
中
略
）
を
求
め
る

行
為
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
に
対
し
て
行
政
庁
が
諾

否
の
応
答
を
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い

う
。」（
行
手
法
第
２
条
第
３
号
）
と
定
義
し
、「
行

政
庁
は
、
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
た
と
き
は

遅
滞
な
く
当
該
申
請
の
審
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
か
つ
、
申
請
書
の
記
載
事
項
に
不
備
が
な
い

こ
と
、
申
請
書
に
必
要
な
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
内
に
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
法
令
に
定
め
ら
れ
た

申
請
の
形
式
上
の
要
件
に
適
合
し
な
い
申
請
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
、
申
請
を
し
た
者
（
中
略
）
に
対

し
相
当
の
期
間
を
定
め
て
当
該
申
請
の
補
正
を
求

め
、
又
は
当
該
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等

を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
行
手
法
第
７
条
）

と
定
め
て
い
る
。

行
政
庁
が
、内
容
的
な
要
件
審
査
（
実
質
的
審
査
）

を
し
た
上
で
、諾
否
の
応
答
（
申
請
に
対
す
る
処
分
）

を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
申
請
」

で
あ
り
、
そ
れ
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
「
届

出
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

婚
姻
の
届
出
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
民
法
は
、

第
７
３
９
条
第
１
項
で
、「
婚
姻
は
、戸
籍
法
（
中
略
）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。」
と
定
め
て
い
る
が
、

第
７
４
０
条
で
、「
婚
姻
の
届
出
は
、
そ
の
婚
姻
が

第
７
３
１
条
か
ら
第
７
３
６
条
ま
で
及
び
前
条
第
２

転
居
届
は
「
届
出
」
か
「
申
請
」
か

弁
護
士

羽
根
　
一
成

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

①
住
民
票
不
受
理
処
分
取
消
等
請
求
事
件
／
②
転
居
届
不
受
理
処
分
取
消
等
請
求
事
件

①
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
13
年
12
月
17
日
判
決
（
判
例
時
報
１
７
７
６
号
32
頁
）

②
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
平
成
15
年
６
月
26
日
判
決
（
判
例
時
報
１
８
３
１
号
94
頁
）
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項
の
規
定
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
違
反
し
な
い
こ

と
を
認
め
た
後
で
な
け
れ
ば
、
受
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
と

定
め
、
第
７
３
１
条
で
婚
姻
適
齢
を
、
第
７
３
２
条

で
重
婚
の
禁
止
を
、
第
７
３
３
条
で
再
婚
禁
止
期
間

を
、
第
７
３
４
条
で
近
親
者
間
の
婚
姻
の
禁
止
を
、

第
７
３
５
条
で
直
系
姻
族
間
の
婚
姻
の
禁
止
を
、
第

７
３
６
条
で
養
親
子
等
の
間
の
婚
姻
の
禁
止
を
定
め

て
い
る
（
ち
な
み
に
、
戸
籍
法
は
、
婚
姻
を
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
夫
婦
が
称
す
る
氏
等
を
届
書
に
記
載

し
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
る
（
戸
籍
法
第
74
条
））。

そ
う
す
る
と
、
婚
姻
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
行
政

庁
が
、
婚
姻
適
齢
、
重
婚
の
禁
止
等
の
内
容
的
な
要

件
審
査
を
し
た
上
で
、
受
理
・
不
受
理
と
い
う
諾
否

の
応
答
を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
、

法
令
上
で
届
出
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
法
的
性
質
は
「
届
出
」
で
は
な
く
、「
申
請
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
（
も
っ
と
も
、
そ
の
受
理
・
不

受
理
に
つ
い
て
は
、戸
籍
法
が
、行
手
法
第
２
章
（
申

請
に
対
す
る
処
分
）
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
定
め

て
い
る
（
戸
籍
法
第
１
２
７
条
））。

第
２　

東
京
地
裁
平
成
13
年
12
月
17
日

判
決（
判
例
時
報
１
７
７
６
号
32
頁
）

１　

事
案
の
概
要

「
原
告
は
、
平
成
12
年
８
月
11
日
か
ら
、
東
京
都

足
立
区
（
中
略
）
に
転
居
し
（
中
略
）、
同
日
以
降

本
件
居
室
に
居
住
し
て
お
り
（
中
略
）、
同
月
17
日
、

本
件
転
出
証
明
書
を
持
参
し
て
足
立
区
役
所
花
畑
区

民
事
務
所
（
中
略
）
を
訪
れ
、
同
区
民
事
務
所
窓
口

の
職
員
に
対
し
、
転
入
届
を
提
出
し
た
い
旨
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
同
職
員
は
、
原
告
に
対
し
、
住
民
異
動

届
の
用
紙
を
渡
し
て
、
転
出
証
明
書
を
添
え
て
提
出

す
る
よ
う
に
説
明
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
同
用

紙
に
本
件
居
室
を
転
居
先
と
す
る
こ
と
な
ど
必
要
事

項
を
記
入
し
て
（
中
略
）
本
件
転
出
証
明
書
と
と
も

に
窓
口
の
同
職
員
に
提
出
し
た
。
窓
口
職
員
が
、
原

告
か
ら
受
け
取
っ
た
本
件
異
動
届
用
紙
及
び
本
件
転

出
証
明
書
（
中
略
）
に
つ
い
て
花
畑
区
民
事
務
所
長

に
相
談
し
た
結
果
、
同
所
長
が
原
告
に
応
対
す
る
こ

と
と
な
り
、
同
所
長
は
、
原
告
に
対
し
、
本
件
転
出

証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
は
宗
教
団
体
・
ア

レ
フ
関
連
の
施
設
で
あ
り
、
同
団
体
の
信
者
の
転
入

は
拒
否
す
る
と
の
足
立
区
の
方
針
・
本
庁
組
織
の
指

令
に
よ
っ
て
、
区
民
事
務
所
で
は
谷
中
施
設
か
ら
の

同
団
体
の
信
者
の
転
居
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
原
告
の
転
居
関
係
書
類
は
受
け
取
れ
な
い
旨
を

告
げ
、
本
件
異
動
届
用
紙
等
を
原
告
に
返
戻
し
た
。

原
告
に
同
行
し
た
Ｃ
が
同
所
長
に
抗
議
し
た
が
受
け

入
れ
ら
れ
ず
（
中
略
）、
原
告
は
、
返
戻
さ
れ
た
本

件
異
動
届
用
紙
等
を
受
け
取
っ
て
花
畑
区
民
事
務
所

か
ら
立
ち
去
っ
た
。」

原
告
は
、
転
居
届
の
不
受
理
処
分
の
取
消
し
を
求

め
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

２　

争
点

転
居
届
の
不
受
理
処
分
の
有
無

３　

判
旨

「
法
１
条
に
よ
れ
ば
、
住
民
基
本
台
帳
制
度
は
、

住
民
の
居
住
関
係
の
公
証
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
そ

の
他
の
住
民
に
関
す
る
事
務
の
処
理
の
基
礎
と
す
る

と
と
も
に
住
民
の
住
所
に
関
す
る
届
出
等
の
簡
素
化

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
住
民
に
関
す
る
記
録
の
適
正
な

管
理
を
図
る
た
め
、
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
っ
て
、

法
は
、
同
制
度
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
を
増
進
す
る

と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
合
理

化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
住
民
が
、
住
民
基
本
台
帳
制
度
に
よ
り
、
住
民

登
録
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
居
住
関
係
の
公
証
を

受
け
、
ま
た
、
住
所
の
存
在
を
前
提
と
す
る
各
種
の

行
政
事
務
の
適
正
で
迅
速
な
処
理
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
利
益
は
、
少
な
く
と
も
法
律
上
の

利
益
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
法
は
、
転
入
者

や
転
居
者
に
対
し
て
新
た
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
て
転
入
又
は
転
居
届
を
提
出
す
る
こ
と
を

認
め
、
む
し
ろ
こ
れ
を
義
務
付
け
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
届
の
提
出
は
そ
の
内
容
に
応
じ
た

住
民
登
録
を
求
め
る
申
立
て
で
あ
っ
て
、
法
は
転
入

者
や
転
居
者
に
そ
の
申
立
権
を
付
与
し
て
い
る
と
解
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す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
受
理
を
拒
否
し
こ
れ
を
却
下

す
る
行
為
が
行
政
処
分
に
当
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。」

「
原
告
は
、
花
畑
区
民
事
務
所
に
お
い
て
、
同
区

民
事
務
所
窓
口
の
職
員
の
指
導
に
基
づ
き
、
同
職
員

の
交
付
し
た
住
民
異
動
届
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
本
件
転
出
証
明
書
と
と
も
に
本
件
異
動
届
用

紙
を
同
職
員
に
提
出
し
た
の
に
対
し
、
花
畑
区
民
事

務
所
長
が
原
告
に
応
対
し
、
原
告
に
対
し
、
何
ら
補

正
等
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
足
立
区
の
方
針
・
本

庁
組
織
の
指
令
に
よ
っ
て
、
区
民
事
務
所
で
は
谷
中

施
設
か
ら
の
同
団
体
の
信
者
の
転
居
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ず
、
原
告
の
転
居
関
係
書
類
は
受
け
取

れ
な
い
旨
を
告
げ
、
本
件
異
動
届
用
紙
等
を
原
告
に

返
戻
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
同
事
実
に
よ
れ
ば
、

花
畑
区
民
事
務
所
長
は
、
住
民
登
録
に
関
す
る
足
立

区
の
方
針
、
す
な
わ
ち
足
立
区
に
お
い
て
住
民
登
録

に
関
し
て
法
に
基
づ
く
処
分
を
行
う
行
政
庁
で
あ
る

被
告
足
立
区
長
の
方
針
に
基
づ
い
て
、原
告
に
対
し
、

同
方
針
を
説
明
の
上
、
確
定
的
か
つ
最
終
的
な
判
断

と
し
て
、
本
件
転
居
届
の
受
理
を
拒
否
し
、
こ
れ
を

却
下
す
る
意
思
表
示
を
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相

当
で
あ
り
、
同
意
思
表
示
が
そ
の
名
宛
人
で
あ
る
原

告
に
対
し
て
告
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
件
転
居

届
の
受
理
を
拒
否
し
て
こ
れ
を
却
下
す
る
旨
の
行
政

処
分
（
中
略
）
の
効
力
が
生
じ
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」

４　
「
届
出
」
と
不
受
理
処
分

宇
賀「
行
政
法
概
説
Ⅰ
」第
３
版
３
９
４
頁
に
、「
個

別
の
法
律
で
「
申
請
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
行
政
手
続
法
に
い
う
「
届
出
」
に
該
当
す
る

例
と
し
て
、
外
国
人
登
録
法
３
条
１
項
に
い
う
外
国

人
登
録
の
申
請
が
あ
る
。
外
国
人
登
録
の
申
請
は
、

日
本
国
民
に
と
っ
て
の
住
民
基
本
台
帳
法
上
の
届
出

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
諾
否
の
応
答
は
予
定
さ

れ
て
い
な
い
。（
中
略
）
外
国
人
登
録
の
申
請
は
届

出
で
あ
る
（
後
略
）」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
住
民
基

本
台
帳
法
上
の
届
出
の
法
的
性
質
が
「
届
出
」
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本

台
帳
法
に
よ
る
転
入
届
（
転
居
届
）
の
不
受
理
が
処

分
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
判
決
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
（
塩
野
「
行
政
法
Ⅰ
」
第
４
版
２
８
５
頁
）。

転
居
届
の
法
的
性
質
が
「
届
出
」
で
あ
る
こ
と
と
、

そ
の
不
受
理
が
処
分
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係
の
理
解

は
難
し
い
が
、住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
以
下
「
住

基
法
施
行
令
」
と
い
う
。）
が
、「
市
町
村
長
は
、
法

第
４
章
又
は
第
４
章
の
３
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
の
内
容
が
事
実
で
あ
る

か
ど
う
か
を
審
査
し
て
、
第
７
条
か
ら
前
条
ま
で
の

規
定
に
よ
る
住
民
票
の
記
載
、
消
除
又
は
記
載
の
修

正
（
中
略
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
住
基

法
施
行
令
第
11
条
）
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
転
居
届
は
、
行
政
庁
が
、
当
該
届
出
の
内
容
が

事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
内
容
的
な
要
件
審
査
を
し
た

上
で
、
受
理
・
不
受
理
と
い
う
諾
否
の
応
答
を
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
、
そ
の
法
的
性
質

は
「
申
請
」
と
考
え
る
の
が
素
直
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
判
決
も
、「
こ
れ
ら
の
届
の
提
出
は
そ

の
内
容
に
応
じ
た
住
民
登
録
を
求
め
る
申
立
て
で

あ
っ
て
、
法
は
転
入
者
や
転
居
者
に
そ
の
申
立
権
を

付
与
し
て
い
る
」
と
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

転
入
者
や
転
居
者
に
申
請
権
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、

転
入
届
や
転
居
届
が
「
申
請
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
、
転
入
届
や
転

居
届
に
つ
い
て
も
、
住
基
法
が
、
受
理
・
不
受
理
に

行
手
法
第
２
章
（
申
請
に
対
す
る
処
分
）
の
規
定
を

適
用
し
な
い
と
定
め
て
い
る
（
住
基
法
第
32
条
））。

第
３　

最
高
裁
平
成
15
年
６
月
26
日
判

決
（
判
例
時
報
１
８
３
１
号
94
頁
）

１　

事
案
の
概
要

「
⑵　

原
告
は
、
平
成
13
年
８
月
１
日
、
名
古
屋

市
西
区
（
中
略
）
か
ら
、
名
古
屋
市
中
区
（
中
略
）

に
転
居
し
、
同
所
で
生
活
を
始
め
た
。」

「
⑶　

原
告
は
、
同
日
、
⑵
の
転
居
の
事
実
を
記

載
し
た
転
居
届
を
、名
古
屋
市
中
区
役
所
に
お
い
て
、

被
告
名
古
屋
市
中
区
長（
中
略
）あ
て
に
提
出
し
た
。」

「
⑷　

名
古
屋
市
中
区
役
所
の
市
民
課
長
で
あ
る

Ａ
は
、
⑶
の
転
居
届
に
つ
い
て
、「
こ
こ
が
オ
ウ
ム

の
拠
点
に
な
る
と
困
る
の
で
、転
居
届
は
保
留
す
る
」
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と
述
べ
て
受
理
し
な
か
っ
た
。」

「
⑹　

原
告
は
、
本
件
届
出
が
そ
の
後
も
受
理
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
月
８
日
及
び
17
日
に
名
古
屋

市
中
区
役
所
を
訪
れ
、受
理
す
る
よ
う
依
頼
し
た
が
、

明
確
な
返
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。」

「
⑺　

被
告
区
長
は
、
同
月
20
日
、
本
件
届
出
を

不
受
理
に
す
る
こ
と
と
し
（
中
略
）、
市
民
課
窓
口

係
長
の
Ｂ
を
通
じ
て
原
告
に
そ
の
旨
告
知
し
た
。」

原
告
は
、
転
居
届
の
不
受
理
処
分
の
取
消
し
を
求

め
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

２　

争
点

転
居
届
の
不
受
理
処
分
の
違
法
性
（
不
受
理
処
分

が
存
在
し
、
そ
れ
に
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
争
点
と
な
っ
て
い

な
い
。）

３　

判
旨

「
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
法
令
の
規
定
及
び
そ

の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
住
民
基
本
台
帳
は
、
こ
れ
に
住

民
の
居
住
関
係
の
事
実
と
合
致
し
た
正
確
な
記
録
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
居
住
関
係
の
公
証
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
そ
の
他
の
住
民
に
関
す
る
事
務

の
処
理
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
町
村

長
（
地
方
自
治
法
２
５
２
条
の
19
第
１
項
の
指
定
都

市
に
あ
っ
て
は
区
長
）
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
者
以

外
の
者
か
ら
法
22
条
（
平
成
11
年
法
律
第
１
３
３
号

に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
の
規
定
に
よ
る
転
入
届
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
新
た
に
当
該
市
町
村

（
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
区
）
の
区
域
内
に
住
所
を

定
め
た
事
実
が
あ
れ
ば
、
法
定
の
届
出
事
項
に
係
る

事
由
以
外
の
事
由
を
理
由
と
し
て
転
入
届
を
受
理
し

な
い
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
住
民
票
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

所
論
は
、
地
域
の
秩
序
が
破
壊
さ
れ
住
民
の
生
命

や
身
体
の
安
全
が
害
さ
れ
る
危
険
性
が
高
度
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
転

入
届
を
受
理
し
な
い
こ
と
が
許
さ
れ
る
旨
を
い
う

が
、
実
定
法
上
の
根
拠
を
欠
く
主
張
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。」

４　

諾
否
の
応
答

「
届
出
」
に
つ
い
て
「
当
該
届
出
が
法
令
に
よ
り

当
該
届
出
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
機
関
の
事
務
所

に
到
達
し
た
と
き
に
、
当
該
届
出
を
す
べ
き
手
続
上

の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
」（
行
手
法
第

37
条
）と
さ
れ
て
い
る
の
も
、「
申
請
」に
つ
い
て「
申

請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
当

該
申
請
の
審
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
」（
行

手
法
第
７
条
）
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、「
受
理
」
と

い
う
概
念
を
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

そ
し
て
、
婚
姻
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
民
法
が
、

あ
え
て
「
受
理
す
る
こ
と
」（
民
法
第
７
４
０
条
）

を
予
定
し
て
い
る
が
、
転
居
届
に
つ
い
て
は
そ
の
よ

う
な
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
う
す
る
と
、前
出
の
東
京
地
裁
判
決
の
被
告
が
、

「
市
区
町
村
長
が
届
出
そ
れ
自
体
に
対
し
て
応
答
す

べ
き
義
務
や
、
届
出
人
の
届
出
に
係
る
権
利
が
設
定

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
転
入
（
転

居
）
届
自
体
に
つ
い
て
法
的
効
果
は
付
与
さ
れ
て
い

な
い
。
も
っ
と
も
、
住
民
票
を
作
成
す
る
行
為
、
そ

こ
に
一
定
の
事
項
を
記
載
す
る
行
為
、
そ
れ
を
消
除

す
る
行
為
と
い
う
市
区
町
村
長
の
行
為
に
つ
い
て

は
、
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
選
挙
権
行
使

の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
法
的
利
益
に
関
係
す

る
場
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
行
為
を
行
政

処
分
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
、
市
区
町
村
長
に
お
い

て
住
民
票
を
故
な
く
作
成
し
な
い
こ
と
な
ど
は
、
公

権
力
の
行
使
に
お
け
る
違
法
な
不
作
為
で
あ
る
と
さ

れ
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
市
区
町
村
長
に
お

い
て
住
民
票
を
作
成
す
る
場
合
の
資
料
と
な
る
も
の

で
あ
る
転
入
（
転
居
）
届
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
事
実

上
受
理
し
な
い
こ
と
、
そ
の
書
類
を
受
け
付
け
な
い

こ
と
な
ど
の
市
区
町
村
長
の
行
為
、
不
作
為
の
み
を

も
っ
て
直
ち
に
法
的
効
果
を
伴
っ
た
行
政
処
分
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
主
張
し
て
い
た
よ
う

に
、
諾
否
の
応
答
（
申
請
に
対
す
る
処
分
）
と
し
て

は
、
受
理
・
不
受
理
で
は
な
く
、「
住
民
票
を
作
成

す
る
行
為
、そ
こ
に
一
定
の
事
項
を
記
載
す
る
行
為
、

そ
れ
を
消
除
す
る
行
為
と
い
う
市
区
町
村
長
の
行
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為
」
が
こ
れ
に
当
た
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
転
入

届
の
不
受
理
が
処
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
事

案
（
転
居
届
不
受
理
処
分
取
消
等
請
求
事
件
）
を
処

理
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
転
居
届
の
法
的
性
質
は
「
申
請
」

で
あ
り
、
受
理
・
不
受
理
が
そ
の
諾
否
の
応
答
に
当

た
る
こ
と
で
実
務
上
は
決
着
し
て
い
る
。

第
４　
「
届
出
」
に
関
す
る
実
務
上
の

問
題

１　
「
届
出
」
と
「
申
請
」
の
区
別

婚
姻
の
届
出
の
例
を
見
た
よ
う
に
、法
令
上
で「
届

出
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
法

的
性
質
が
「
届
出
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。「
行

政
手
続
法
の
制
定
過
程
で
は
、
同
法
の
「
申
請
」
に

該
当
す
る
も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、「
届

出
」
に
該
当
す
る
も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ
れ
た
が
、
例
え
ば
、

個
別
の
法
律
で
「
申
請
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ

て
い
て
も
、
行
政
手
続
法
に
い
う
「
届
出
」
に
該
当

す
る
場
合
に
、
個
別
の
法
律
を
改
正
し
て
用
語
を
整

理
す
る
と
い
う
作
業
ま
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
個
別
の
法
律
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語

に
と
ら
わ
れ
ず
、
行
政
手
続
法
の
「
申
請
」
か
「
届

出
」
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。」（
宇
賀
「
行
政

法
概
説
Ⅰ
」第
３
版
３
９
４
頁
）な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

２　

内
容
が
正
し
く
な
い
「
届
出
」

「
届
出
が
届
出
書
の
記
載
事
項
に
不
備
が
な
い
こ

と
、
届
出
書
に
必
要
な
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ

と
そ
の
他
の
法
令
に
定
め
ら
れ
た
届
出
の
形
式
上
の

要
件
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
届
出
が
法
令

に
よ
り
当
該
届
出
の
提
出
先
と
さ
れ
て
い
る
機
関
の

事
務
所
に
到
達
し
た
と
き
に
、
当
該
届
出
を
す
べ
き

手
続
上
の
義
務
が
履
行
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。」（
行

手
法
第
37
条
）
と
い
う
こ
と
は
、
内
容
が
正
し
く
な

い
「
届
出
」
で
あ
っ
て
も
、
無
届
出
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
内
容
が
正
し
く
な
い
「
届
出
」
が
「
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
（
届
出
が
無
効
と
な
る
の

か
、行
政
庁
の
何
ら
か
の
処
分
に
か
か
ら
し
め
る
か
）

は
、当
該
届
出
を
定
め
る
法
令
の
解
釈
の
問
題
」（
塩

野
「
行
政
法
Ⅰ
」
第
四
版
２
８
５
頁
）
で
あ
る
な
ど

と
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
確
定
申
告
の
内
容
が
正
し
く
な
い
場
合

は
、税
務
署
長
は
更
正
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
外
国
籍
を
有
し
な
い
者
が
し
た
国
籍
離
脱
届

を
受
け
て
誤
っ
て
国
籍
離
脱
の
告
示
が
さ
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
籍
離
脱
の
効
力
は
生
じ
な
い

と
さ
れ
る
（
東
京
地
裁
平
成
３
年
５
月
28
日
判
決
）。

宇
賀「
行
政
法
概
説
Ⅰ
」第
３
版
４
０
６
頁
に
、「
届

出
の
内
容
が
正
し
く
な
け
れ
ば
、「
当
該
届
出
を
す

べ
き
手
続
上
の
義
務
」
が
履
行
さ
れ
て
も
、
行
政
庁

は
届
出
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
は
な
い
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
内

容
が
正
し
い
届
出
が
さ
れ
る
ま
で
、
行
政
庁
は
（
内

容
が
正
し
く
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
も
）
現
在

の
届
出
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
是
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
の
か
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
も

個
別
法
の
解
釈
の
問
題
に
な
る
の
か
）、
記
述
か
ら

は
不
明
で
あ
る
。

３　

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
の
受
益
者
変
更

届
⑴
　
制
度

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
の
受
益
者
変
更
届

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
公
共
下
水
道
の
受
益
者
負

担
金
は
、
都
市
計
画
法
第
75
条
の
定
め
る
受
益
者
負

担
金
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
２
２
４
条
の
定
め
る

分
担
金
で
あ
る
。
な
お
、
地
方
自
治
法
第
２
３
１
条

の
３
第
３
項
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
強
制
徴
収
公
債
権

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
法
第
75
条
第
２
項
及
び
地
方
自
治
法
第

２
２
８
条
第
１
項
を
受
け
た
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
条
例
（
以
下
「
本
件
条
例
」
と
い
う
。）
に

つ
い
て
は
、
旧
建
設
省
よ
り
、
標
準
条
例
案
が
５
パ

タ
ー
ン
示
さ
れ
て
い
る
（
三
橋
「
都
市
計
画
法
」

３
６
６
頁
）。

本
件
条
例
は
、
受
益
者
に
つ
い
て
、「
事
業
に
よ

り
築
造
さ
れ
る
公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
（
中
略
）

内
に
存
す
る
土
地
の
所
有
者
を
い
う
。
た
だ
し
、
地
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上
権
、
質
権
又
は
使
用
貸
借
若
し
く
は
賃
貸
借
に
よ

る
権
利
（
中
略
）
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
上
権
者
、
質
権
者
、
使
用
借

主
又
は
賃
借
人
を
い
う
。」（
本
件
条
例
第
２
条
第
１

項
）
と
定
義
し
、負
担
金
の
賦
課
及
び
徴
収
に
つ
き
、

「
管
理
者
は
、
前
条
第
１
項
の
公
告
の
日
現
在
に
お

け
る
当
該
公
告
の
あ
っ
た
賦
課
対
象
区
域
内
の
土
地

に
係
る
受
益
者
ご
と
に
、
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
負
担
金
の
額
を
定
め
、
こ
れ
を
賦
課
す
る
も

の
と
す
る
。」（
本
件
条
例
第
６
条
第
１
項
）、「
管
理

者
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
金
の
額
を
定
め

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
当
該
負
担
金
の
額
及
び
そ
の

納
付
期
日
等
を
受
益
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。」

（
本
件
条
例
第
６
条
第
３
項
）、「
負
担
金
は
、
５
年

に
分
割
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
受

益
者
が
一
括
納
付
の
申
出
を
し
た
と
き
は
，
こ
の
限

り
で
な
い
。」（
本
件
条
例
第
６
条
第
４
項
）
と
定
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
受
益
者
の
変
更
に
つ
き
、「
第

５
条
第
１
項
の
公
告
の
日
後
、
受
益
者
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
に
係
る
当
事
者

の
一
方
又
は
双
方
が
そ
の
旨
を
管
理
者
に
届
け
出
た

と
き
は
、
新
た
に
受
益
者
と
な
っ
た
者
は
、
従
前
の

受
益
者
の
地
位
を
承
継
す
る
も
の
と
す
る
。（
後
略
）」

（
本
件
条
例
第
９
条
）
と
定
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
件
条
例
を
受
け
た
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
条
例
施
行
規
程
（
以
下
「
本
件
規
程
」

と
い
う
。）
は
、
受
益
者
の
変
更
に
つ
き
、「
条
例
第

９
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
受
益
者
変
更
の
届
出
（
中

略
）
は
、受
益
者
変
更
届
に
よ
る
も
の
と
す
る
。」（
本

件
規
程
第
15
条
第
１
項
）、「
管
理
者
は
、
受
益
者
変

更
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
承
継
・
更
正
決

定
通
知
書
に
よ
り
新
た
に
受
益
者
と
な
っ
た
者
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。」（
本
件
規
程
第
15
条
第
２
項
）

と
定
め
、
受
益
者
変
更
届
の
様
式
で
は
、
新
受
益
者
、

旧
受
益
者
及
び
土
地
所
有
者
が
署
名
・
押
印
し
、
変

更
理
由
の
「
売
買　

相
続　

贈
与　

そ
の
他
」
の
別

を
記
載
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
添
付
書

類
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。）。

⑵
　
受
益
者
変
更
届
は
「
届
出
」
か
「
申
請
」
か

本
件
条
例
第
９
条
は
、
届
け
出
た
と
き
に
（
自
動

的
に
）
地
位
を
承
継
す
る
と
し
て
お
り
、
婚
姻
の
届

出
の
よ
う
に
、「
そ
の
婚
姻
が
第
７
３
１
条
か
ら
第

７
３
６
条
ま
で
及
び
前
条
第
２
項
の
規
定
そ
の
他
の

法
令
の
規
定
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
認
め
」
る
こ
と

や
、
転
入
届
・
転
居
届
の
よ
う
に
、「
当
該
届
出
の

内
容
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
」
す
る
こ
と

を
定
め
る
規
定
も
存
在
し
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
行
政
庁
が
、
内
容
的
な
要
件
審
査

（「
受
益
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
」（
本
件
条
例
第

９
条
）
に
当
た
る
か
否
か
の
審
査
）
を
し
た
上
で
、

諾
否
の
応
答
を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
市
役
所
は
、
真
に
受
益
者
す
な
わ
ち
土

地
の
所
有
者
等
の
変
更
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
判

定
す
る
立
場
（
能
力
・
資
料
）
に
な
く
、
不
可
能
な

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、受
益
者
変
更
届
の
法
的
性
質
は「
届

出
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
　
内
容
が
正
し
く
な
い
受
益
者
変
更
届

ア
　
ケ
ー
ス

受
益
者
負
担
金
を
賦
課
さ
れ
た
後
、
受
益
者
（
土

地
の
所
有
者
）
が
死
亡
し
、
相
続
人
の
一
人
で
あ
る

Ａ
が
、被
相
続
人
を
旧
受
益
者
と
し（
署
名
は
代
筆
）、

自
ら
を
新
受
益
者
と
す
る
受
益
者
変
更
届（
以
下「
本

件
変
更
届
①
」
と
い
う
。）
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、

遺
産
分
割
協
議
で
別
の
相
続
人
で
あ
る
Ｂ
が
当
該
土

地
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
遺
産
分
割
協

議
で
は
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
取
り
決
め
て
い
な

か
っ
た
。
Ｂ
が
受
益
者
変
更
届
を
提
出
せ
ず
、
Ａ
が

単
独
で
、
自
ら
を
旧
受
益
者
と
し
、
新
受
益
者
を
不

詳
（
空
欄
）
と
す
る
受
益
者
変
更
届
（
以
下
「
本
件

変
更
届
②
」
と
い
う
。）
を
提
出
し
た
と
い
う
ケ
ー

ス
を
見
て
み
よ
う
。

イ
　
問
題
点

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
本
件
変
更
届
①
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①
形
式
上
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
か
（「
当
事

者
の
一
方
又
は
双
方
が
」（
本
件
条
例
第
９
条
）
と
の

関
係
、
相
続
の
場
合
の
署
名
者
と
の
関
係
）。
②
形



自治体法務研究 2024・春◆ 88

式
上
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
場
合
、
内
容
は
正
し

い
か
（
遺
産
分
割
協
議
の
遡
及
効
（
民
法
第
９
０
９

条
）
と
の
関
係
）。
③
内
容
が
正
し
く
な
い
場
合
、

無
効
と
な
る
か
（
そ
の
場
合
、
被
相
続
人
の
負
う
受

益
者
負
担
金
の
納
入
義
務
を
相
続
人
が
法
定
相
続
分

に
従
っ
て
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
か
（
最
高
裁
昭
和

34
年
６
月
19
日
判
決
参
照
））、
行
政
庁
の
何
ら
か
の

処
分
に
か
か
ら
し
め
る
か
、
本
件
変
更
届
①
の
内
容

を
そ
の
ま
ま
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
行
政
実
例
も
判

例
・
裁
判
例
も
見
当
た
ら
ず
、
そ
も
そ
も
、
標
準
条

例
案
な
い
し
本
件
条
例
に
お
い
て
受
益
者
変
更
を
認

め
た
趣
旨
も
示
さ
れ
て
い
な
い
が
（
土
地
の
売
買
の

場
合
で
も
、
受
益
者
負
担
金
の
納
入
義
務
の
有
無
は

代
金
額
に
反
映
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
）、

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、（
受
益
者
（
土

地
の
所
有
者
等
）
の
変
更
を
条
件
と
す
る
）
免
責
的

債
務
引
受
（
民
法
第
４
７
２
条
第
３
項
）
や
民
法
第

95
条
第
１
項
第
２
号
の
錯
誤（
従
前
の
動
機
の
錯
誤
）

の
視
点
か
ら
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
当
然
に
適
用
さ
れ

る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
）。

実
務
上
は
、
さ
ら
に
、
④
本
件
変
更
届
①
を
取
り

下
げ
る
（
撤
回
す
る
）
た
め
の
手
続
（
必
要
な
添
付

書
類
）
は
何
か
、
⑤
本
件
変
更
届
①
を
前
提
と
し
て

Ａ
に
対
し
て
徴
収
猶
予
（
本
件
条
例
第
７
条
）
を
し

て
い
た
場
合
、
そ
れ
は
有
効
か
、
⑥
そ
の
間
に
消
滅

時
効
（
自
治
法
第
２
３
６
条
第
１
項
）
が
進
行
し
、

完
成
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
点
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
変
更
届
②
に
つ
い
て
は
、
形
式
上
の

要
件
を
具
備
し
て
い
る
か
（「
当
事
者
の
一
方
又
は

双
方
が
」（
本
件
条
例
第
９
条
）
と
の
関
係
、
新
受

益
者
を
不
詳
（
空
欄
）
と
す
る
こ
と
と
の
関
係
）
と

い
っ
た
問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。


